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■新型コロナワクチン接種について
■栄村診療所でのPCR検査について
■雪害対策救助員等の派遣申請について
■災害への備え
■栄村オンライン成人式
■各種お知らせ
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栄小学校では、毎週金曜日「元気の時間」として、
全校生徒でスポーツを行っています。今回は体を使
ったジャンケンと、ジャンケンの勝敗によって、行
う動作を変えるものでした。
体だけでなく、勝敗を判断し、決められた動作を
行うことは、頭も使います。生徒たちは、判断に戸
惑いながらも楽しんでいました。

スポーツの秋
～グラウンドを駆ける栄っ子～

令和３年

第454号
9月号

広　報広　報
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新型コロナワクチン接種の予約について
　栄村では、８月末で12歳以上の方の２回のワクチン接種がほぼ完了しました。
　今後は、これから誕生日を迎え12歳に達する方、入院や体調不良により接種していない方などを対象に下記
のとおり接種を行います。今回の接種では予約が必要ですので、接種を希望する方は下記までご連絡をお願い
いたします。なお、ワクチン供給の都合から、今回の接種が村内でワクチン接種を受けられる最後の機会とな
る可能性があります。

ワクチン接種後も基本的な感染防止策の継続を！
　ワクチンを接種することで「感染しても発症するリスクが下がる」「発症しても、重症化するリスクが下がる」
といったメリットがありますが、感染しなくなるわけではありません。
　引き続きマスクの着用、手洗い・手指消毒、過密な環境を避けるなどの基本的な感染防止対策を継続していくこ
とが重要です。今後も気を緩めることなく、一人ひとりが感染防止に取り組んでいただくようお願いいたします。

　栄村診療所では、無症状や濃厚接触者に該当しないなどの、自費で検査を受けたい方を対象に、PCR検査の
受付をしています。事前にお電話をいただき、専用容器をお渡ししますので、唾液を採取後にご提出ください。
その後、検査会社に依頼し、翌朝には結果が報告されます。
　料金は２万円となります。村の補助制度もございますので、お気軽にご相談ください。

♦接種日　 令和３年９月２２日㈬　※時間は予約時にお知らせします
♦会　場　 栄村診療所
予約・問合せ先 民生課　健康支援係　☎０２６９-８７-３０２０（直通）

栄村診療所　新型コロナウイルスPCR検査のご案内

問合せ先 栄村診療所　☎0269-87-3306

　自力で住宅等の雪下ろしや道踏みが困難な世帯に対
して、雪害対策救助員および道踏み支援員を派遣し、
冬期間も我が家で安心して暮らせるように、雪下ろし
や幹線道路までの道踏み支援を行います。
　派遣を希望される方は以下のとおり申し込みをお願
いします。

対象世帯：自らの労力をもって雪下ろしや道踏みが困
難な

　　　　　①高齢者世帯　②母子世帯
　　　　　③心身障がい者世帯　④疾病世帯
　　　　　⑤その他救助が必要な世帯
申込方法：申込書に必要事項を記載のうえ民生課住民

福祉係まで提出ください
申込期限：10月８日㈮

　申込書は役場窓口および秋山支所に用意しています。

問合せ先 民生課　住民福祉係� ☎0269-87-3114

雪害対策救助員等派遣世帯認定申請について

　屋根雪下ろしアンカーは、屋根雪下ろしの作
業をする者の安全を確保するものです。
　村では、設置費用に対する補助金があります。
ぜひご活用ください。
　補助金の詳細については、８ページ「克雪住宅
普及促進事業補助金について」をご覧ください。

屋根雪下ろしアンカーの
設置について
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確認ポイント②�
　警戒レベル３高齢者
等避難で避難に時間のか
かる方は、危険な場所から
全員避難しましょう。

できていますか　災害への備え
 ～風水害に備えましょう～

●災害が大規模化しています
　これから秋にかけては、大雨や台風などによる風水害が多く発生する時期です。近年は気候変動など
により、毎年のように「数十年に一度」、「これまでに経験したことのないような」といわれる大型台風
やゲリラ豪雨が各地で発生しています。大雨や台風は、地震のように突然襲ってくるものではなく、あ
る程度予測することが可能です。風水害から命を守るため、必要な備えについてあらためて見直しまし
ょう。

●避難情報について

●防災情報を確認しましょう
【川の水位・気象警報などの確認方法】 【告知放送スピーカーに電池を入れましょう】

　千曲川の水位状況・気象状況などは以下
のサイトなどから確認できますので、積極
的にご活用下さい。

　告知放送スピーカ
ーは、乾電池（単３
×４本）を入れるこ
とで、停電時でも村
からの放送を受信で
きます。
　液漏れによる故障
を防ぐため、１年に
１回程度電池交換を
しましょう。

確認ポイント③�
　警戒レベル４避難指
示で危険な場所から全員
避難しましょう。

確認ポイント①�
　気象情報に注意し、事前
に非常持出品の準備、避難
所の確認、親戚等への連絡
をとりましょう。

【川の防災情報】 【長野気象台】

▲

電
池
が
入
っ
て
い
な
い
、
切
れ
て
い

る
場
合
は
一
番
左
の
『
電
源
』
ラ
ン

プ
が
ゆ
っ
く
り
と
点
滅
し
ま
す
。
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りよだ健保
９月は健康増進普及月間・食生活改善普及運動月間です
毎年９月は健康増進普及と食生活改善普及運動として、健康づくりの実践をより促進するための月です。

あなたの体重は適正ですか。
ＢＭＩを健診結果で見てください！

６５歳未満：１８．５～２５未満
６５歳以上：２１．５～２５未満
（６５歳を過ぎたら痩せに注意！）

　健康を保つには、体を動かすのに必要なカロリーと食べた物
のカロリーのバランスがとれていることが大切です。痩せす
ぎ・太り過ぎは体調不良のもと、体重をはかって運動と食事に
ついて、振り返ってみませんか？

運動と食べ物のカロリー目安

２０キロカロリー

トマト
１個

普通歩行
１０分

9０キロカロリー

饅頭（小）
１個

ウオーキング
３０分

１５０キロカロリー

カステラ
１切

草抜き
６０分

引用：健康づくりのための身体活動基準２０１３

STOP!　病院の領収書を捨てないで!
病院や薬局で発行された領収書を、１年間は大切に保管するようにしましょう。

【領収書が必要となる場合】
・万が一、高額療養費の支給対象となった場合、申請書に領収書の添付が求められる
ことがあります。原則、病院や薬局での一部負担金が支払われていることが確認で
きないと、高額療養費の支給はできません。

・11月と12月受診分の医療費通知は確定申告の時期に間に合いません。医療費控除
の申告の際に必要になります。

医療機関で発行された領収書は、再発行が難しい場合が多いです。大切に保管してください。

問合せ先 民生課　住民福祉係　☎0269-87-3114

問合せ先 民生課　健康支援係　☎0269-87-3020

健康的なＢＭＩの目安

体重維持バランス

摂取
カロリー

消費
カロリー

 国保だより 国保だより
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　こんにちは。栄村地域包括支援センターは、民生課内に設置され、主に６５歳
以上の方の身体の状態や生活の心配ごとの相談に応じています。

５人に１人が認知症？！

《加齢によるもの忘れ》と《認知症によるもの忘れ》

栄村地域包括支援センター　電話：0269-87-330１

はいこん
ちょ

地域包括支援センターです

そうだ！
包括に言ってみよ

う！

　厚生労働省の将来推計では、2025年には65歳以上の高齢者のうち５人に１人は認知症を発症してい
るといわれています。栄村も例外ではありません。「５人に１人」と聞くと心配になってしまうかも
しれませんが、認知症になっても周囲の方の理解と、少しのやさしさがあれば、住み慣れた地域で生
活を継続することができます。今回は認知症についてご紹介します。

加齢によるもの忘れ
・もの忘れを自覚している
　（ヒントがあれば思い出せる）
・体験の一部を忘れる
・あまり進行しない
・日常生活に支障はない

中核症状
～脳の細胞が壊れてしまい起こる症状～

周辺症状（行動・心理症状）
～中核症状が基になり心の状態や性格、

環境によって出る症状～

認知症によるもの忘れ
・もの忘れを自覚していない
　（ヒントでも思い出せない）
・体験の全部を忘れる
・進行していく
・日常生活に支障がある

認知症には中核症状と周辺症状があります！

左記の症状がありましたら、
お気軽にご相談ください。

４月から民生課健康支援係・地域包括支援センターにきました齋藤佑輔です。
介護保険制度について勉強しながら業務に励んでいます。６月に第１子が生
まれ現在奮闘中です…。子育てのことは人生の先輩に聞きますが、介護保険の
ことは気軽に私にご相談ください。

センターメンバー
より

・新しいことが覚えられない
・段取りや計画が立てられない
・日付、時間、季節、場所、家族がわからない
・言葉が出てこない、理解できない
・服の着方や道具の使い方がわからない

・意欲がなくなり何もやる気がしない、面倒になる
・お金や物がなくなると盗られたという妄想になる
・道に迷って家に帰れなくなる
・攻撃的な行動や大声で怒鳴る
・自信を失い将来への望みを失い“うつ”状態になる
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工
事
現
場
見
学
会
の
お
知
ら
せ

10
月
の
出
張
年
金
相
談
の
ご
案
内

水
道
施
設
の
社
会
科
見

学
を
行
い
ま
し
た

包
括
連
携
協
定
を
締
結

し
ま
し
た

　

普
段
は
入
る
こ
と
の
で
き
な
い
現
場

で
、
工
事
内
容
等
を
見
た
り
、
聞
い
た

り
す
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。
村
内
5
箇

所
ほ
ど
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
興
味
の

あ
る
方
は
ぜ
ひ
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

・
日
時
：
9
月
17
日
㈮　

　
　
　
　

午
前
9
時　

役
場
集
合

・
見
学
場
所

　

道
路
改
良
工
事
：
泉
平
、
野
田
沢
、

上
野
原

　

砂
防
工
事
：
中
津
川　

他

※
参
加
は
事
前
申
込
制
で
先
着
8
名
ま

で
と
な
り
ま
す
。

【
申
込
・
問
合
せ
先
】

　

建
設
課　

建
設
事
業
係

　

☎
０
２
６
９
─

８
７
─

３
１
１
３

　

長
野
北
年
金
事
務
所
で
は
、
毎
月
出

張
年
金
相
談
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
ご

予
約
の
う
え
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◇
中
野
市
会
場
：
中
野
市
中
央
公
民
館

　

相
談
日
：
10
月
５
日
㈫　

　

予
約
受
付
：
9
月
3
日
～
9
月
30
日

◆
飯
山
市
会
場
：
飯
山
商
工
会
議
所

　

相
談
日
：
10
月
28
日
㈭　

　

予
約
受
付
：
9
月
28
日
～
10
月
25
日

・
開
設
時
間
：
各
会
場
と
も
午
前
10
時

～
午
後
３
時
ま
で

【
予
約
・
問
合
せ
先
】　

　

長
野
北
年
金
事
務
所�

お
客
様
相
談
室

　

☎
０
２
６
─

２
４
４
─

４
０
９
７

　

7
月
1
日
に
社
会
科
見
学
と
し
て
、

栄
小
学
校
4
年
生
に
横
倉
の
水
道
施
設

の
見
学
説
明
を
行
い
ま
し
た
。

　

自
分
た
ち
が
使
っ
て
い
る
水
は
、
ど

の
よ
う
に
し
て
蛇
口
ま
で
届
け
ら
れ
る

の
か
を
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、
小
学

校
か
ら
水
源
に
移
動
し
、
水
道
管
の
通

っ
て
い
る
道
を
歩
き
な
が
ら
配
水
池
ま

で
行
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
栄
村
で
は
、
湧
水
や
深
い
地

層
か
ら
ポ
ン
プ
で
綺
麗
な
水
を
汲
み
上

　

8
月
2
日
、
村
と
村
内
郵
便
局
の
双

方
が
有
す
る
人
的
・
物
的
資
源
を
有
効

に
活
用
連
携
し
て
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
の

向
上
及
び
地
域
経
済
の
活
性
化
に
寄
与

す
る
こ
と
を
目
的
に
、
包
括
連
携
に
関

す
る
に
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。

　

今
後
、
具
体
的
な
協
力
内
容
に
つ
い

て
、
村
と
郵
便
局
で
定
期
的
に
協
議
を

行
っ
て
い
き
ま
す
。

げ
て
飲
料
水
と
し
て
利
用
し
て
い
る
こ

と
、
自
然
に
よ
っ
て
、
綺
麗
な
水
に
ろ

過
さ
れ
て
供
給
し
て
い
る
こ
と
等
を
ク

イ
ズ
を
交
え
な
が
ら
学
ん
で
い
た
だ
き

ま
し
た
。

克
雪
住
宅
普
及
促
進
事

業
補
助
金
に
つ
い
て

　

村
で
は
、
雪
下
ろ
し
に
よ
る
身
体
的

負
担
を
軽
減
し
、
転
落
事
故
等
を
未
然

に
防
ぐ
た
め
、
克
雪
住
宅
へ
の
改
修
等

費
用
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

◆
対
象
者

①
克
雪
住
宅
の
整
備
を
行
う
住
宅
の
所

有
者
又
は
借
受
者

②
村
内
に
住
所
を
有
し
、
現
に
当
該
住

宅
に
居
住
し
て
い
る
者
又
は
克
雪
住

宅
の
整
備
に
併
せ
、
本
村
に
住
所
を

移
し
当
該
住
宅
に
居
住
す
る
者

③
村
税
等
の
滞
納
が
な
い
者

◆
対
象
工
法

㋐
融
雪
型
克
雪
住
宅

㋑
自
然
落
雪
型
克
雪
住
宅

㋒
雪
下
ろ
し
型
克
雪
住
宅

（
屋
根
へ
の
ア
ン
カ
ー
設
置
等
）

◆
補
助
率
・
補
助
上
限
額

㋐
㋑
対
象
工
事
費
の
１
／
５
、
60
万
円

（
高
齢
者
世
帯
等
は
１
／
４
、
75
万
円
）

㋒
対
象
工
事
費
の
１
／
２
、８
万
円

※
工
事
着
手
前
に
申
請
し
て
く
だ
さ

い
。

【
問
合
せ
先
】

　

建
設
課　

定
住
住
宅
係

　

☎
０
２
６
９
─

８
７
─

３
１
１
３
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栄
村
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
の
解
散

　

７
月
２０
日
㈫
、
栄
村
老
人
ク
ラ
ブ
連

合
会
の
解
散
総
会
が
か
た
く
り
ホ
ー
ル

で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

昭
和
３８
年
に
設
立
し
た
連
合
会
は
、

様
々
な
活
動
を
通
し
て
老
人
福
祉
の
増

進
に
寄
与
し
て
き
ま
し
た
が
、
近
年
は

会
員
の
減
少
や
単
位
ク
ラ
ブ
の
脱
会
、

解
散
が
相
次
ぎ
、
連
合
会
自
体
の
運
営

も
困
難
に
な
っ
て
お
り
、
令
和
２
年
度

の
活
動
を
も
っ
て
解
散
と
い
う
形
に
な

り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
残
余
金
は
村
の
福
祉
の
た
め

に
活
用
い
た
だ
き
た
い
と
の
こ
と
で
社

会
福
祉
協
議
会
へ
寄
付
さ
れ
、
半
世
紀

に
わ
た
る
活
動
に
幕
を
下
ろ
し
ま
し

た
。

　

公
益
財
団
法
人
長
野
県
市
町
村
振
興

協
会
の
地
域
活
動
助
成
事
業
を
活
用

し
、
栄
村
消
防
団
物
品
お
よ
び
、
笹
原

地
区
に
お
い
て
草
刈
機
械
等
を
整
備
し

ま
し
た
。

　

詳
細
に
つ
い
て
は
次
の
と
お
り
で
す
。

◆
栄
村
消
防
団
に
背
負
水
の
う
と

L
E
D
手
持
ち
ラ
イ
ト
を
整
備
し
ま

し
た
。
火
災
・
災
害
現
場
に
お
け
る

消
防
団
員
な
ど
の
消
防
活
動
に
活
用

し
ま
す
。

【
問
合
せ
先
】

　

総
務
課　

情
報
防
災
係

　

☎
０
２
６
９
─

８
７
─

３
１
１
２

◆
笹
原
区
で
草
刈
機
械
２
台
と
マ
メ
ト

ラ
１
台
を
整
備
し
ま
し
た
。
整
備
さ

れ
た
機
械
は
集
落
内
の
除
草
作
業
や

花
壇
整
備
に
活
用
さ
れ
ま
す

　

こ
の
事
業
は
、
宝
く
じ
の
社
会
貢
献

活
動
の
一
環
と
し
て
地
域
社
会
の
健
全

な
発
展
と
住
民
福
祉
の
向
上
を
目
的
に

行
わ
れ
て
い
ま
す
。

【
問
合
せ
先
】

　

総
務
課　

企
画
財
政
係

　

☎
０
２
６
９
─

８
７
─

３
１
１
２

宝
く
じ
助
成
金
に
よ
り
整
備
し
ま
し
た

ラ
ジ
コ
ン
畦
畔
草
刈
り
機
の

実
演
会
を
開
催
し
ま
し
た

　

中
山
間
地
域
で
の
ス
マ
ー
ト
農
業
機

械
の
効
果
的
な
活
用
に
向
け
て
、
長
野

県
が
開
発
を
支
援
し
た
ラ
ジ
コ
ン
畦
畔

草
刈
り
機
の
実
演
会
を
8
月
7
日
㈯
に

開
催
し
ま
し
た
。
ラ
ジ
コ
ン
方
式
を
採

用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
滑
り
や
す
く
危

険
な
畦
畔
の
草
刈
り
等
の
身
体
的
な
負

担
を
軽
減
し
、
作
業
時
間
の
短
縮
を
図

る
こ
と
が
で
き
、
傾
斜
45
度
に
も
対
応

し
て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。
な
お
、
ラ

ジ
コ
ン
草
刈
り
機
は
、
ま
だ
開
発
途
中

で
あ
り
実
演
会
で
の
意
見
等
を
参
考
に

改
良
等
を
行
う
と
の
こ
と
で
す
。

　

実
演
会
に
は
、
村
内
農
業
者
団
体
等

30
名
ほ
ど
が
参
加
し
、
県
農
業
技
術
課

等
と
メ
ー
カ
ー
で
あ
る
牛
越
製
作
所
の

方
が
講
師
と
な
り
、
操
作
方
法
等
の
研

修
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
安
全
な
場
所
で

草
刈
り
機
の
操
作
を
行
う
こ
と
が
出

来
、
今
後
の
ス
マ
ー
ト
な
農
業
の
実
践

に
繋
が
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

実演会の様子

ラジコン草刈り機
「カルズラーKZ05改」

寄付の様子 総会の様子
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令和３年度 第1四半期分　工事契約状況（指名競争入札）
【令和３年度】

【繰　越】

工　事　名 契約額（税込） 契約工期 請負業者 担当課
社会資本整備総合交付
金（道路）事業
村道箕作泉平線改良
（4）工事他１工事

17,050千円 令和３年６月１日～
令和３年12月24日 ㈱廣瀬建設 建設課

道路施設定期点検（一
括発注）業務委託 9,416千円 令和３年４月19日～

令和４年３月31日
公益財団法人長野県
建設技術センター 建設課

国土調査事業
地籍調査測量業務 1,408千円 令和３年６月１日～

令和３年10月29日 ㈱しんとう計測 建設課

工　事　名 契約額（税込） 契約工期 請負業者 担当課
道路メンテナンス事業
村道極野線かげた橋他
１橋梁修繕工事

16,720千円 令和２年10月12日～
令和３年9月30日 ㈲赤津組 建設課

道路メンテナンス事業
村道平滝15号線平滝15
号橋橋梁修繕工事

2,090千円 令和３年5月27日～
令和３年9月30日 ㈲赤津組 建設課

令和２年７月豪雨災害
東部頭首工２地区工事 64,350千円 令和３年６月17日～

令和４年３月25日 ㈱サンタキザワ 建設課

�

苗
場
山
麓
ジ
オ
パ
ー
ク
通
信

《
小
学
生
を
対
象
と
し
た
合
同
学
習
会
》

　

7
月
20
日
㈫
、
栄
小
学
校
と
津
南
町
の

小
学
校
の
5
年
生
を
対
象
に
、
地
球
環
境

に
関
す
る
学
習
会
『
小
森
先
生
と
一
緒
に

地
球
の
今
を
知
ろ
う
・
私
た
ち
に
で
き
る

こ
と
を
考
え
よ
う
』
を
津
南
小
学
校
で
行

い
ま
し
た
。

　

講
師
の
小
森
氏
は
国
内
外
で
環
境
保
全

に
関
わ
る
仕
事
に
長
年
携
わ
っ
て
い
た
方

で
、
そ
の
体
験
に
基
づ
い
た
お
話
し
を
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

小
森
氏
の
お
話
し
に
よ
れ
ば
、
気
候
変

動
に
よ
り
、
こ
の
1
0
0
年
間
で
海
面
は

19
㎝
上
昇
し
、
実
際
に
海
外
の
あ
る
島
国

で
は
、
高
潮
に
よ
る
被
害
や
漁
業
に
影
響

を
受
け
て
い
る
だ
け
で
な
く
、
住
み
か
ま

で
脅
か
さ
れ
て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。

　

子
ど
も
達
か
ら
は
「
自
然
環
境
を
守

る
た
め
に
は
ど
ん
な
こ
と
が
で
き
ま
す

か
？
」「
自
然

が
保
た
れ
て
い

る
国
や
地
域
の

共
通
点
は
何
で

す
か
？
」
等
の

質
問
が
あ
り
、

小
森
氏
か
ら
は

「
ま
ず
は
地
球

が
抱
え
て
い
る

課
題
を
知
る
こ

と
、
そ
し
て
地

球
を
守
る
た
め
に
み
ん
な
が
い
ろ
ん
な
知

恵
を
出
し
合
う
こ
と
が
大
切
。
自
然
が
保

た
れ
て
い
る
地
域
は
ル
ー
ル
が
し
っ
か
り

し
て
い
て
、
環
境
意
識
が
高
い
。
リ
サ
イ

ク
ル
や
節
電
等
身
近
に
で
き
る
こ
と
は
た

く
さ
ん
あ
る
。」
と
の
回
答
が
あ
り
ま
し

た
。

　

子
ど
も
た
ち
が
環
境
問
題
に
つ
い
て
前

向
き
に
捉
え
、
知
ろ
う
と
し
て
い
る
姿
か

ら
、
こ
の
地
域
の
恵
ま
れ
た
自
然
環
境
を

大
事
に
し
よ
う
と
い
う
思
い
が
う
か
が
え

ま
し
た
。�

（
文
責
：
南
雲
）

◇第7回 フォトコンテスト応募作品募集中
◇第5回 歩いて楽しむ「秋山郷」ツアー

令和３年９月18日㈯
9：00～15：30（予定）　～小赤沢周辺編～

詳細についてはジオパーク推進室☎025-765-
1600までお問い合わせください。

ご 案 内
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❖❖
村
誌
編
纂
室
か
ら
�
❖❖

　

こ
ん
に
ち
は
! !
渓
流
釣
り
に
連
れ
て
行

っ
て
も
ら
う
事
早
５
回
、
未
だ
に
一
匹
も

釣
れ
た
こ
と
が
な
い
、
西
部
地
区
地
域
お

こ
し
協
力
隊
の
佐
藤
で
す
。　

　

去
年
か
ら
年
に
数
回
渓
流
釣
り
に
行
く

の
で
す
が
、
ど
う
や
っ
た
ら
釣
れ
る
の
で

し
ょ
う
か
？
「
セ
ン
ス
が
な
い
」
と
い
う

無
慈
悲
な
宣
告
を
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
が
、
め
げ
ず
に
今
年
は
一
匹
で
も
釣
れ

る
よ
う
に
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

さ
て
、
今
回
の
活
動
報
告
で
す
。

　

ま
ず
始
め
に
お
知
ら
せ
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
今
年
度
の
初

め
あ
た
り
か
ら
進
め
て
い
た
サ
ウ
ナ
建
設

計
画
で
す
が
、
残
念
な
が
ら
断
念
せ
ざ
る

を
得
な
く
な
り
し
た
。
昨
今
い
わ
れ
る
ウ

ッ
ド
シ
ョ
ッ
ク
に
よ
る
木
材
価
格
及
び
建

設
費
の
高
騰
、
ま
た
そ
の
よ
う
な
状
況
に

見
合
う
よ
う
な
売
上
の
見
通
し
を
立
て
ら

れ
な
か
っ
た
こ
と
が
原
因
で
す
。
自
分
自

身
も
情
熱
を
さ
さ
げ
て
い
る
も
の
を
諦
め

る
し
か
な
い
と
い
う
悔
し
さ
が
あ
り
ま
す

し
、
そ
れ
以
上
に
相
談
や
協
力
を
し
て
い

た
だ
い
た
地
域
の
方
に
は
非
常
に
申
し
訳

な
く
思
い
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
今
ま
で
に
得
た
サ
ウ

ナ
に
つ
い
て
の
知
識
な
ど
は
、
以
前
か
ら

行
っ
て
い
る
テ
ン
ト
サ
ウ
ナ
イ
ベ
ン
ト
に

も
活
か
せ
ま
す
し
、
い
ず
れ
は
必
ず
ロ
グ

サ
ウ
ナ
と
い
う
も
の
を
栄
村
に
作
り
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。
今
回
の
こ
と
は
決
し

て
無
駄
で
は
な
く
、
今
後
に
繋
が
る
も
の

と
し
て
必
ず
形
に
し
て
い
き
ま
す
。

　

二
つ
目
の
報
告
は
、
僕
が
現
在
借
り
て

い
る
住
宅
で
の
、
シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
の
プ
レ

オ
ー
プ
ン
を
近
い
う
ち
に
予
定
し
て
い
る

こ
と
で
す
。
シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
と
は
、
複
数

人
が
一
つ
の
住
宅
で
共
同
生
活
を
す
る
場

の
こ
と
で
す
。
も
と
も
と
は
都
会
で
の
生

活
費
を
安
く
す
る
た
め
の
も
の
で
し
た

が
、
最
近
で
は
田
舎
で
の
生
活
の
体
験
の

場
と
し
て
、
都
会
で
の
生
活
に
馴
染
め
な

い
人
の
一
時
的
な
住
居
と
し
て
利
用
さ
れ

る
機
会
も
多
く
、
こ
の
辺
で
は
十
日
町
市

に
施
設
が
あ
り
ま
す
。協
力
隊
任
期
後
は
、

こ
の
シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
の
運
営
を
生
業
の
一

つ
と
し
て
考
え
て
い
る
の
で
、
今
の
う
ち

に
プ
レ
オ
ー
プ
ン
と
い
う
形
を
と
る
こ
と

に
し
ま
し
た
。
都
会
に
住
む
人
を
主
な
対

象
に
し
て
い
る
の
で
、
コ
ロ
ナ
の
感
染
状

況
を
見
な
が
ら
対
策
を
万
全
に
行
い
、
早

け
れ
ば
緊
急
事
態
宣
言
明
け
の
９
月
を
目

途
に
始
め
ら
れ
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

任
期
終
了
後
に
向
け
て
、
少
し
ず
つ
で

も
具
体
的
な
行
動
を
起
こ
し
定
住
を
目
指

し
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

�

（
地
域
お
こ
し
協
力
隊　

佐
藤
慎
平
）

地
域
お
こ
し
協
力
隊

Vol.10

佐
藤
隊
員
活
動
通
信

　

旧
国
道
沿
い
の
森
地
区
と
羽
倉
地
区

の
境
界
に
、「
信
越
国
境
」
と
彫
り
込

ん
だ
立
派
な
石
柱
が
あ
り
ま
す
。

　

昭
和
二
年
の
十
一
月
三
日
に
長
野
県

が
建
て
た
も
の
で
す
。
県
が
建
て
た
意

図
は
何
か
、
信
越
国
境
と
い
う
古
風
な

用
語
を
使
っ
た
の
は
な
ぜ
か
。
聞
き
取

り
や
、
当
時
の
記
録
な
ど
を
探
っ
て
み

ま
し
た
が
、
い
ま
だ
に
判
明
し
て
い
ま

せ
ん
。
何
か
情
報
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し

ょ
う
か
。

　

小
滝
地
区
で
一
里
塚
の
跡
が
発
見
さ

れ
た
と
聞
い
て
出
か
け
て
み
ま
し
た
。

確
か
に
そ
の
場
所
に
は
松
と
榎え

の
き

の
古

木
が
植
わ
っ
て
い
ま
し
た
。
江
戸
時
代

に
旅
人
へ
の
目
印
と
し
て
、
お
も
な
街

道
筋
に
一
里
（
４
㌖
）
ご
と
に
造
ら
れ

た
の
が
一
里
塚
で
す
。
江
戸
時
代
に
描

か
れ
た
絵
図
（
地
図
の
原
型
）
に
は
、

小
滝
に
一
里
塚
が
あ
っ
た
こ
と
が
示

さ
れ
て
い
ま
す
。
今
か
ら
一
五
○
年
ほ

ど
前
ま
で
活
用
さ
れ
て
い
た
は
ず
な
の

に
、
ど
う
し
て
場
所
の
伝
承
が
途
絶
え

て
し
ま
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

　

こ
れ
ら
二
つ
の
道ど

う
ひ
ょ
う標

史
跡
は
村
で
大

切
に
保
存
し
て
い
き
た
い
も
の
で
す
。

【
連
絡
・
問
合
せ
先
】

　

栄
村
誌
編
纂
室　

　

☎
０
２
６
９
─

８
７
─

３
１
１
８

道
標
の
ロ
マ
ン
と
ミ
ス
テ
リ
ー森の黒石地籍に残る石柱

谷街道沿いの一里塚跡（小滝）
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栄
村
の
宝�

北
野
植
物
園
！

る
の
で
す
。

　

昨
年
の
調
査
で
は
、
園
内
に
植
え
ら
れ

て
い
た
コ
シ
ノ
カ
ン
ア
オ
イ
な
ど
の
食
草

に
ギ
フ
チ
ョ
ウ
の
産
卵
を
確
認
し
ま
し

た
。
試
し
に
、
昨
年
さ
ら
に
多
く
の
食
草

を
移
植
し
た
と
こ
ろ
、
今
春
、
早
速
ギ
フ

チ
ョ
ウ
の
産
卵
を
確
認
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
園
内
に
は
、
三
つ
の
池
が
あ
り

ま
す
。
こ
こ
に
も
ト
ン
ボ
類
を
は
じ
め
、

ク
ロ
ゲ
ン
ゴ
ロ
ウ
や
モ
リ
ア
オ
ガ
エ
ル
、

ア
カ
ハ
ラ
イ
モ
リ
な
ど
、
県
内
や
全
国
で

絶
滅
が
心
配
さ
れ
る
多
く
の
生
き
物
の
生

息
空
間
が
で
き
あ
が
っ
て
い
ま
す
。

　

栄
村
自
然
植
物
園
は
、
ま
さ
に
栄
村
の

多
様
な
自
然
が
凝
縮
さ
れ
た
場
所
と
言
っ

て
も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

園
内
に
迫
る
イ
ノ
シ
シ
の
脅
威
！

　

現
在
、
植
物
園
の
管
理
は
教
育
委
員
会

が
中
心
に
行
っ
て
い
ま
す
。
希
少
な
植
物

の
生
長
を
妨
げ
る
ス
ス
キ
や
外
来
植
物
等

の
除
去
な
ど
、
園
内
の
植
物
の
維
持
を
苦

労
し
な
が
ら
行
っ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
近
年
さ
ら
に
困
っ
た
問
題
が

北
野
植
物
園
を
ご
存
じ
で
す
か
？

　

正
式
名
称
は
、「
栄
村
自
然
植
物
園
」

で
す
。
平
成
二
十
一
年
に
北
野
天
満
温
泉

脇
に
開
園
し
、
栄
村
出
身
の
植
物
研
究
者

で
あ
る
故
石
澤
進
先
生
を
中
心
に
、
そ
れ

ま
で
村
内
で
行
わ
れ
て
い
た
植
物
調
査
の

結
果
を
基
に
作
ら
れ
た
植
物
園
で
す
。

　

園
内
で
は
、
四
季
折
々
に
三
○
○
種
以

上
の
植
物
が
見
ら
れ
ま
す
。
も
と
も
と
園

周
辺
に
自
生
し
て
い
た
植
物
と
村
内
各
地

の
希
少
な
草
花
や
樹
木
の
み
を
集
め
て
作

ら
れ
た
、
い
わ
ば
「
純
栄
村
産
」
の
こ
だ

わ
り
の
植
物
園
で
す
。

栄
村
は
植
物
の
宝
庫

　

故
石
澤
進
先
生
の
調
査
等
に
よ
り
、
村

内
で
は
こ
れ
ま
で
に
一
四
○
○
種
を
超
え

る
植
物
が
見
つ
か
っ
て
い
ま
す
。
津
南
町

も
含
め
た
苗
場
山
麓
ジ
オ
パ
ー
ク
内
で

は
、
約
一
五
○
○
種
も
の
植
物
の
分
布
が

確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
こ
の
地
域
は
、「
生
き
た

植
物
図
鑑
」
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
ど

う
し
て
こ
ん
な
に
多
く
の
植
物
を
見
る
こ

と
が
で
き
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　

実
は
、
こ
の
地
域
は
日
本
海
側
の
多
雪

地
帯
の
植
物
と
、
雪
が
あ
ま
り
降
ら
な
い

太
平
洋
側
の
植
物
と
が
交
わ
り
混
在
す
る

地
域
な
の
で
す
。
そ
の
た
め
、
こ
の
地
域

が
分
布
の
南
限
だ
っ
た
り
、
北
限
だ
っ
た

希
少
動
植
物
調
査
員

か
ら
の
報
告
⑩

り
す
る
植
物
が
数
多
く
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
海
抜
二
百
数
十
メ
ー
ト
ル
の
千

曲
川
の
川
原
か
ら
、
二
千
メ
ー
ト
ル
を
超

え
る
苗
場
山
の
高
層
湿
原
ま
で
実
に
多
様

な
環
境
が
あ
り
、
そ
れ
が
よ
り
多
く
の
植

物
の
分
布
を
可
能
に
し
て
い
る
の
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
村
内
の
多
様
な
自
然
環
境

か
ら
、
様
々
な
植
物
が
集
め
ら
れ
て
作
ら

れ
た
の
が
栄
村
自
然
植
物
園
な
の
で
す
。

園
内
に
集
ま
る
多
様
な
生
き
物

　

植
物
園
で
見
ら
れ
る
の
は
、
植
物
だ
け

で
あ
り
ま
せ
ん
。
昨
年
か
ら
の
調
査
で
、

植
物
園
で
は
約
三
十
五
種
の
チ
ョ
ウ
類
、

そ
し
て
、
約
二
十
種
類
の
ト
ン
ボ
類
が
確

認
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

チ
ョ
ウ
類
で
は
、
我
々
の
調
査
で
も
ま

だ
園
内
で
し
か
確
認
し
て
い
な
い
種
や
、

全
国
的
に
も
極
め
て
希
少
な
種
な
ど
も
複

数
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
後
ま
だ
ま
だ

種
数
が
増
え
て
い
く
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

ど
う
し
て
こ
ん
な
に
多
く
の
チ
ョ
ウ
が

園
内
で
見
ら
れ
る
の
で
し
ょ
う
か
。
そ
れ

は
、
幼
虫
が
そ
の
種
ご
と
に
異
な
っ
た
植

物
を
餌
と
し
て
い
る
か
ら
で
す
。

　

園
内
に
は
、
草
地
を
好
む
植
物
、
日
陰

を
好
む
植
物
、
さ
ら
に
湿
地
を
好
む
植
物

な
ど
、
多
様
な
環
境
が
作
ら
れ
、
異
な
る

植
物
が
育
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
こ
と
が
、

産
卵
や
吸
蜜
の
た
め
に
、
よ
り
多
様
な
チ

ョ
ウ
類
が
集
ま
る
こ
と
に
つ
な
が
っ
て
い

起
き
て
い
ま
す
。
そ
れ
が
イ
ノ
シ
シ
の
園

内
へ
の
侵
入
で
す
。
ヤ
マ
ユ
リ
な
ど
の
希

少
な
植
物
の
球
根
を
食
害
し
た
り
、
芝
生

地
を
広
範
囲
に
掘
り
起
こ
し
た
り
す
る
被

害
が
数
多
く
起
こ
っ
て
い
ま
す
。

　

園
内
に
は
、
再
び
移
植
す
る
こ
と
が
難

し
い
植
物
も
数
多
く
あ
り
ま
す
。
な
ん
と

か
知
恵
を
出
し
合
っ
て
、
イ
ノ
シ
シ
の
被

害
を
防
ぎ
、
希
少
な
植
物
を
守
っ
て
い
き

た
い
も
の
で
す
。

　

今
後
さ
ら
に
、
村
民
の
皆
さ
ん
か
ら
栄

村
自
然
植
物
園
に
関
心
を
持
っ
て
い
た
だ

き
、
園
内
に
あ
る
植
物
や
そ
こ
に
集
ま
る

チ
ョ
ウ
や
ト
ン
ボ
な
ど
、
多
様
な
栄
村
の

自
然
を
大
い
に
楽
し
ん
で
ほ
し
い
と
願
っ

て
い
ま
す
。隣
接
す
る
温
泉
施
設
や
歴
史
あ

る
北
野
天
満
宮
と
と
も
に
、素
敵
な
散
策
コ

ー
ス
に
な
る
こ
と
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

　

先
人
が
残
し
て
く
れ
た
貴
重
な
植
物
園

は
、村
民
に
と
っ
て
誇
る
べ
き
財
産
で
す
。

さ
ら
に
大
切
し
、
積
極
的
な
利
活
用
を
考

え
て
い
き
た
い
も
の
で
す
。

�

（
希
少
動
植
物
調
査
員
・
涌
井
泰
二
）

園内に咲くヒヨドリバナに群れる
ヒョウモンチョウの仲間。

希少な植物の根際が、イノシシに
よって深く掘られてしまった。
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７月火災・救助・救急出動件数

最高気温 35.0℃ 7月17日㈯

最低気温 19.5℃ 7月15日㈭

平均気温 24.6℃ 総 雨 量 174.0㎜

栄村の気象（７月）

世帯数 805世帯 前月比−1
人　口 1,708人 −3
男 816人 −1
女 892人 −2

出生 0
死亡 5
転入 2
転出 0

世帯と人口（８月１日現在） ７月中の異動

火災 救助 救急 栄村の搬送医療機関
飯 山 市 0 4 84 飯山日赤� 4

津南病院� 0
そ の 他� 5
不 搬 送� 0
合　　計� 9
十日町地域消防署と
の応援協定による出
動を含みます。

木 島 平 村 0 0 23

野沢温泉村 0 0 16

栄 村 0 0 9

管 轄 外 等 0 0 2

見逃すな　小さな火の子　かくれんぼ

生活カレンダー９月

９月の納税等
〇国民健康保険税　　　　〇介護保険料
〇後期高齢者医療保険料　〇村営住宅料
〇ケーブルテレビ使用料　〇教員住宅使用料
〇合併浄化槽使用料　　　〇保育料
〇農業集落排水処理使用料　〇学童保育料
〇温泉使用料

※振替指定口座の残高を事前にご確認ください。

納期限は　９月３０日㈭　です
口座振替日
　農協・郵便局　　　9月22日㈬
　八十二銀行・県信　9月27日㈪

〈登録方法〉
　右のＱＲコードを読み取り、追加又は以下の方
法で登録してください。
①LINEアプリを開き、検索で「栄村」
　と入力
②LINEアプリを開き、「友だち追加」
　のID検索で＠sakaevillと入力

村の情報はLINEでも配信しています。
ぜひお友達登録をお願いします。

子
ど
も
・
子
育
て

【
幼
児
健
診
】

　

日
時
：
６
日
㈪　

午
後
１
時
か
ら

　

場
所
：
栄
村
診
療
所
２
階　

集
団
検
診
室

【
子
育
て
相
談
日
】

　

日
時
：
８
日
㈬
・
1０
月
６
日
㈬　

午
前
９
時
か
ら

　

場
所
：
ひ
な
た
ぼ
っ
こ

【
離
乳
食
教
室
】

　

日
時
：
14
日
㈫　

午
前
1０
時
か
ら

　

場
所
：
栄
村
診
療
所
２
階　

集
団
検
診
室

【
あ
そ
び
の
教
室
】

　

日
時
：
27
日
㈪　

午
前
1０
時
か
ら

　

場
所
：
北
信
保
育
園

【
保
育
園
開
放
日
】

　

日
時
：
７
日
㈫
・
21
日
㈫

　

場
所
：
北
信
保
育
園

健
康
福
祉

【
心
理
相
談
会
】

　

日
時
：
７
日
㈫　

午
前
９
時
か
ら

　

場
所
：
栄
村
診
療
所
２
階　

集
団
検
診
室

【
包
括
出
張
相
談
会
】

　

月
岡
公
民
館
：
９
日
㈭　

午
前
９
時
か
ら

　

北
野
公
民
館
：
16
日
㈭　

午
前
９
時
か
ら

　

上
野
原
公
民
館
：
３０
日
㈭　

午
前
９
時
か
ら

【
集
い
の
場
に
じ
い
ろ
開
所
日
】

　

日
時
：
毎
週
水
曜
日　

午
前
1０
時
か
ら

　

場
所
：
旧
医
師
住
宅
（
森
）
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落
芸
能
は
、
世
界
に
唯
一
と
い
っ
て
も
過
言

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

多
く
の
集
落
で
祭
礼
を
中
止
に
し
た
理
由

は
、
恐
ら
く
「
普
段
会
わ
な
い
人
と
の
接
触

を
避
け
る
こ
と
」「
密
を
避
け
る
こ
と
」
の

２
点
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

こ
の
２
点
を
回
避
し
、
自
分
自
身
の
行
動
に

も
注
意
を
払
い
な
が
ら
、
感
染
対
策
を
ど
の

よ
う
に
行
う
か
を
考
え
実
施
し
た
と
聞
き
ま

し
た
。

　

一
年
単
位
で
考
え
る
と
、
い
つ
で
も
復
活

で
き
る
と
思
わ
れ
が
ち
で
す
が
、
新
た
な
若

者
が
加
わ
っ
た
り
、子
ど
も
が
成
長
し
た
り
、

ま
た
、
転
出
や
引
退
が
あ
っ
た
り
と
、
地
域

は
少
し
ず
つ
変
化
し
て
い
ま
す
。

　

全
国
的
な
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
が
深
刻

化
し
、
全
県
に
お
い
て
行
動
を
制
限
す
る
よ

う
な
指
示
が
出
て
し
ま
え
ば
、
我
慢
を
強
い

ら
れ
る
こ
と
も
多
々
あ
る
か
と
思
い
ま
す

が
、
感
染
状
況
に
応
じ
て
、
で
き
る
範
囲
で

で
き
る
こ
と
を
考
え
、
実
践
す
る
姿
を
見
せ

る
こ
と
も
大
切
な
の
で
は
な
い
か
と
気
づ
か

さ
れ
ま
し
た
。�

（
文
責
：
島
崎
）

※写真は平成２２年に公民館報で特集した時のものです

箕作

白鳥

月岡

極野

　

全
国
に
お
い
て
、
8
月
か
ら
爆
発
的
に
感

染
拡
大
し
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
。
こ
れ

に
よ
り
、
昨
年
に
引
き
続
き
、
2
年
連
続
で

祭
礼
を
中
止
に
し
た
集
落
も
多
い
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

　

そ
ん
な
中
、
地
域
の
伝
統
芸
能
で
あ
る
獅

子
舞
を
絶
や
す
ま
い
と
、
感
染
対
策
を
行
い

な
が
ら
練
習
を
行
っ
て
い
る
集
落
が
あ
り
ま

し
た
。

　

月
岡
集
落
で
は
、
数
年
前
に
舞
手
を
若
手

に
引
き
継
い
だ
こ
と
も
あ
り
、
神
楽
の
技
術

を
忘
れ
な
い
よ
う
に
と
今
年
だ
け
で
な
く
昨

年
も
練
習
を
行
な
っ
て
い
た
と
い
い
ま
す
。

　

野
田
沢
集
落
で
は
、「
舞
を
忘
れ
て
は
な

ら
な
い
」
と
確
認
し
合
い
、箕
作
集
落
で
は
、

「
２
年
も
休
め
ば
忘
れ
て
し
ま
う
」
と
、
獅

子
舞
だ
け
で
な
く
、
さ
い
と
り
舞
の
練
習
も

行
っ
た
そ
う
で
す
。

　

村
内
各
集
落
に
は
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
つ

な
い
で
き
た
祭
礼
が
あ
り
ま
す
。
獅
子
舞
を

行
う
地
区
に
盆
踊
り
を
行
う
地
区
。
同
じ
獅

子
舞
で
も
、
舞
も
違
え
ば
獅
子
の
表
情
も
異

な
り
、
お
囃
子
の
リ
ズ
ム
も
集
落
に
よ
っ
て

様
々
で
す
。
こ
う
し
た
地
域
に
根
付
い
た
集

栄村の伝統を継承する若者たち
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こ
ら
っ
せ
通
信

野菜くずたい肥に挑戦!!

栄村青少年育成協議会

放課後に自然学校を開催

　６月に作ったぼかしを使って、７月11日㈰、こ
らっせにおいて野菜くずたい肥に挑戦しました。
　ぼかしを使った野菜くずたい肥は、６月４日の
講演会で講師を務めた、吉田俊道さんの方法で実
践。栄村の給食を考えようの会の皆さん含め総勢
14名で、①野菜くずをちぎって、②踏んで、③ぼ
かしと混ぜて、④畑の表面に軽く混ぜて、⑤マル
チをかけてねかせました。
　６月４日の講演で実践した草をたい肥にした畑
にも、たくさんの菌糸が出てきています。こらっ
せ向かいの畑で実験中ですので、お近くにお寄り
の際はぜひ結果を見にきてください。

　開校から20年余りが経過した栄村自然学校。こ
れまで土日といった、子どもたちの休日に開催を
してきましたが、子どもたちが参加しやすい活動
の工夫として、本年より休日開催に加え、放課後
の時間を活用した自然学校も開校しています。放
課後開催への参加者は25名と全小学校児童の半数
を超えており、需要の高さが伺えます。今後も山
城探検や森あそび等、栄村の資源を堪能する活動
を取り入れながら、これからの放課後の子どもの
居場所づくり計画を進めています。

放課後自然学校にて～自由遊びの中で～

ちいばあがやってくる！

 

開
館
し
て
か
ら
８
月
６
日
で
5
年
が
過
ぎ

ま
し
た
。
入
館
者
の
集
計
を
行
っ
て
い
る
の

で
す
が
、
７
月
末
で
総
入
館
者
数
（
村
内
外

の
見
学
者
、
公
民
館
講
座
の
受
講
者
、
用
事

で
訪
れ
た
方
の
合
計
）
は
9
，
7
3
4
名
と

な
り
、
1
万
人
ま
で
2
6
6
名
と
な
り
ま
し

た
。

　

5
年
間
で
１
万
人
、
単
純
計
算
で
は
、
年

間
2
千
人
弱
、
つ
ま
り
延
べ
人
数
で
は
あ
り

ま
す
が
、
栄
村
の
人
口
以
上
の
方
に
来
館
し

て
頂
い
た
事
に
な
り
ま
す
。
内
訳
で
一
番
多

い
の
は
公
民
館
行
事
や
そ
の
他
何
ら
か
の
用

事
で
訪
れ
た
方
で
総
数
の
半
分
以
上
で
す

が
、
見
学
に
来
館
さ
れ
る
方
も
総
入
館
者
数

の
約
1
／
4
と
な
っ
て
い
ま
す
。
見
学
者
の

多
く
は
村
外
の
方
で
村
内
の
方
と
の
割
合
は

村
内
１
に
対
し
て
５
で
す
、
こ
の
状
況
は
開

館
当
初
か
ら
で
今
も
変
わ
っ
て
い
ま
せ
ん
。

こ
ら
っ
せ
に
は
大
昔
の
栄
村
の
様
子
を
伝
え

る
貴
重
な
品
が
沢
山
そ
ろ
っ
て
い
ま
す
。
き

っ
と
そ
れ
ら
を
見
る
と
今
ま
で
の
ふ
る
さ
と

栄
村
に
対
す
る
考
え
が
変
わ
り
ま
す
。
エ
ア

コ
ン
の
効
い
た
館
内
で
く
つ
ろ
ぐ
の
も
最
高

で
す
。是
非「
こ
ら
っ
せ
」へ
来
て
く
だ
さ
い
。

こんにちは！
管理人

廣瀬幸利です。

　さまざまな方法で情報が得られる現代。子どもた
ちが間違った性の情報に触れてしまう前に、幼いこ
ろから家庭で性について考えてみませんか？当日は
感染防止対策を徹底して行います。参加希望の方は、
教育委員会事務局内栄村公民館（☎87-3118）まで
お問い合わせください。定員20名になりしだい締め
切らせていただきます。

●期日：令和３年９月25日㈯
●時間：13時（受付：12時30分～）
●会場：さかえ倶楽部スキー場
●講師：がらくた座　木

き

島
じま

知
ち

草
ぐさ

氏
●内容：第１部　子どもと大人を対象にした人形劇
　　　　第２部　大人を対象とした講演会
●主催：子どもに伝えよう！性と生の会
　　　　（住民グループ主催で行ないます）
●共催：栄村青少年育成協議会　栄村公民館

子どもと一緒に考えよう!
生きることと性のこと
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や
文
化
は
、
ど
こ
に
で
も
あ
る
も
の
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
で
す
か
ら
、
同
じ
栄

村
で
も
そ
こ
に
住
む
地
域
住
民
と
会
話

を
す
る
中
で
、
ジ
ワ
ジ
ワ
わ
か
る
地
域

特
有
の
文
化
や
歴
史
に
は
興
味
深
い
も

の
が
あ
り
ま
す
。

辞
書
で
「
観
光
」
と
引
く
と
、「
日

常
の
生
活
か
ら
離
れ
て
、
普
段
接
す
る

機
会
の
な
い
土
地
の
風
景
や
名
所
な
ど

を
見
物
す
る
こ
と
。」
と
記
さ
れ
て
い

ま
す
（
新
明
解
国
語
辞
典
第
７
版
）。

ま
た
、
観
光
立
国
推
進
基
本
法
（
平
成

19
年
1
月
執
行
）
に
は
、
冒
頭
で
「
地

域
の
住
民
が
誇
り
と
愛
着
を
持
つ
こ
と

の
で
き
る
活
力
に
満
ち
た
地
域
社
会
の

実
現
」
と
謳
わ
れ
て
い
ま
す
。

経
済
資
本
の
世
の
中
で
す
の
で
、
観

光
と
い
う
と
お
金
を
落
と
し
て
も
ら
う

こ
と
に
目
が
行
き
が
ち
で
す
が
、
観
光

に
は
、
そ
の
地
に
住
む
住
民
が
、
自
分

た
ち
の
持
つ
地
域
文
化
の
中
で
、
自
信

を
持
っ
て
生
き
て
い
る
か
、
と
い
う
こ

と
が
大
事
な
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。今

の
日
本
は
、
ど
こ
へ
行
っ
て
も
同

じ
飲
食
店
や
コ
ン
ビ
ニ
と
い
っ
た
店
舗

が
立
ち
並
び
、
無
個
性
化
し
て
い
る
と

も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
戦
後
の

経
済
成
長
に
伴
う
急
速
な
開
発
行
為
に

よ
っ
て
、
昔
な
が
ら
の
風
土
を
失
っ
て

し
ま
っ
た
場
所
も
少
な
く
あ
り
ま
せ

ん
。
こ
の
無
個
性
化
し
た
現
代
に
お
い

あ
っ
と
い
う
間
に
盆
が
過
ぎ
、
虫
の

声
が
聞
こ
え
る
季
節
に
な
り
ま
し
た
。

昨
年
に
引
き
続
き
、
今
年
も
コ
ロ
ナ
に

よ
っ
て
帰
省
し
て
く
る
は
ず
の
子
ど
も

や
孫
に
会
え
な
か
っ
た
り
、
大
雨
洪
水

警
報
が
発
令
さ
れ
た
り
、
盆
に
祭
礼
を

行
っ
て
い
る
地
域
で
は
、
祭
礼
が
中
止

に
な
っ
た
り
と
、
お
盆
と
い
う
気
が
し

な
か
っ
た
方
も
多
い
の
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。

そ
ん
な
中
、
東
部
谷
で
は
お
墓
に
ヨ

シ
を
引
き
、萩
や
栗
を
お
供
え
し
た
り
、

家
の
中
に
盆
様
を
こ
し
ら
え
た
り
す
る

方
が
多
く
み
ら
れ
ま
す
。
写
真
（
左
）

一
石
を
投
じ
る

は
、
藤
木
幸
平
さ
ん
（
極
野
）
宅
の
盆

様
。
幸
平
さ
ん
の
お
宅
で
は
、
葦よ

し

を
刈

り
、
自
分
で
葦よ

し

簀ず

を
編
む
と
こ
ろ
か
ら

作
っ
て
い
る
と
い
い
ま
す
。

先
日
の
編
集
委
員
会
の
中
で
、
盆
に

お
供
え
す
る
料
理
に
つ
い
て
話
が
あ

り
、
あ
る
編
集
委
員
の
お
宅
で
は
、
13

日
の
迎
え
盆
は
、お
迎
え
に
行
っ
た
後
、

普
段
の
お
供
え
に
加
え
て
、
天
ぷ
ら
や

夕
顔
料
理
を
お
供
え
し
、
16
日
の
送
り

盆
に
は
そ
う
め
ん
を
お
供
え
す
る
そ
う

で
す
。

栄
村
に
は
、
盆
様
を
は
じ
め
、
恵
比

須
様
、
庚
申
様
、
年
末
年
始
、
お
彼
岸

と
、
何
か
あ
る
た
び
に
３
、５
、７
の
縁

起
の
い
い
数
に
あ
わ
せ
て
ご
ち
そ
う
を

作
る
文
化
が
あ
り
ま
す
。

平
成
20
年
に
発
行
さ
れ
た
「
ば
あ
の

ご
っ
つ
ぉ
う
ん
め
ぇ
の
し
」
に

は
、
郷
土
料
理
だ
け
で
な
く
、

こ
う
い
っ
た
年
中
行
事
や
そ
の

時
の
料
理
、
ま
た
そ
の
い
わ
れ

に
つ
い
て
も
紹
介
さ
れ
て
い
ま

す
。
た
だ
、
郷
土
料
理
と
い
う

だ
け
で
な
く
、
そ
の
料
理
の
持

つ
意
味
に
も
触
れ
な
が
ら
紹
介

す
る
こ
と
で
、
そ
の
地
の
風
土

に
も
触
れ
た
深
み
が
出
て
く
る

よ
う
に
思
い
ま
す
。

日
本
の
年
中
行
事
は
全
国
共
通
の
も

の
が
多
い
と
思
い
ま
す
が
、
そ
の
方
法

や
お
供
え
す
る
料
理
は
、
地
域
に
よ
っ

て
少
し
ず
つ
違
い
が
み
ら
れ
ま
す
。
他

に
も
、14
ペ
ー
ジ
に
紹
介
し
た
神
楽
や
、

お
堂
や
石
造
も
集
落
に
よ
っ
て
違
い
が

あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
は
、
前
号
で
お
伝

え
し
た
希
少
種
を
含
め
た
動
植
物
も
、

そ
の
地
域
に
よ
っ
て
自
生
し
て
い
る
も

の
が
異
な
り
ま
す
。

「
こ
ん
な
田
舎
は
ど
こ
に
で
も
あ
る
」

そ
ん
な
セ
リ
フ
を
よ
く
耳
に
し
ま
す
。

確
か
に
、
一
見
大
自
然
に
囲
ま
れ
た
集

落
は
ど
こ
に
で
も
あ
り
ま
す
が
、
そ
の

地
域
で
培
わ
れ
、
生
み
出
さ
れ
た
歴
史

公民館講座
みみだんご教室（平成30年２月）

唯
一
無
二
の
地
域
文
化

年
中
行
事
と
郷
土
料
理
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て
、
昔
な
が
ら
の
風
土
や
、
そ
の
地
域

住
民
と
触
れ
合
わ
な
け
れ
ば
わ
か
ら
な

い
知
恵
や
技
と
い
っ
た
限
定
さ
れ
た
地

域
資
源
ほ
ど
、
光
輝
く
と
感
じ
て
い
ま

す
。平

成
４
年
の
栄
村
広
報
に
、
当
時
2

期
目
の
就
任
を
迎
え
た
髙
橋
彦
芳
村
長

の
あ
い
さ
つ
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
し

た
。
そ
の
中
に
は
、
高
橋
村
長
の
2
期

目
４
年
の
政
策
10
項
目
が
挙
げ
ら
れ
て

お
り
、
そ
の
4
番
目
に
「
全
村
を
一
つ

の
博
物
館
と
感
じ
ら
れ
る
よ
う
な
魅
力

あ
る
村
に
整
え
、
都
市
と
の
交
流
を
発

展
さ
せ
る
」
こ
と
が
掲
げ
ら
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
博
物
館
構
想
は
、
の
ち
に
広

報
の
中
で
「
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
・
ビ
レ
ッ

ジ
・
栄
村
」
と
し
て
詳
し
く
紹
介
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
こ
の
構
想
は
ま
さ
に
、

そ
の
地
域
特
有
の
歴
史
や
文
化
、
暮
ら

し
を
村
民
自
身
が
知
り
、
地
域
の
宝
と

し
て
磨
き
、
外
に
発
信
し
、
村
外
の
方

と
の
交
流
を
通
し
て
栄
村
が
活
気
づ
く

と
い
う
も
の
で
す
。
30
年
が
経
過
し
た

現
代
に
も
通
ず
る
こ
の
構
想
は
、
時
代

の
流
れ
に
左
右
す
る
こ
と
の
な
い
、「
観

光
」
の
本
質
を
と
ら
え
た
構
想
で
あ
る

と
感
じ
て
い
ま
す
。

昭
和
30
年
代
か
ら
40
年
代
ま
で
の
栄

村
公
民
館
報
を
見
る
と
、
農
場
や
畜
産

等
、
産
業
開
発
に
勢
力
を
挙
げ
て
取
り

組
ん
で
き
た
様
子
が
伺
え
ま
す
。
こ
れ

に
つ
い
て
、「
全
国
で
は
機
械
化
や
大

規
模
農
家
が
増
え
る
一
方
で
、
栄
村
は

こ
の
地
形
か
ら
、
広
い
農
地
に
す
る
こ

と
が
叶
わ
ず
、
開
発
し
た
く
て
も
で
き

な
か
っ
た
」
と
い
う
話
を
聞
い
た
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、「
農

業
で
は
も
う
か
ら
な
い
」「
い
い
学
校

を
出
て
い
い
会
社
へ
」
と
い
っ
た
考
え

が
村
内
で
も
深
く
根
付
き
、
過
疎
化
が

急
速
に
進
ん
だ
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

栄
村
は
平
成
26
年
に
津
南
町
と
共
に

苗
場
山
麓
ジ
オ
パ
ー
ク
と
し
て
認
定
を

受
け
ま
し
た
。
こ
の
「
ジ
オ
パ
ー
ク
」

と
は
、大
地
の
成
り
立
ち
（
ジ
オ
）
と
、

大
地
が
織
り
な
し
た
自
然
環
境
（
エ

コ
）、
そ
し
て
そ
の
自
然
を
活
か
し
、

共
存
し
な
が
ら
営
ま
れ
て
き
た
人
々
の

暮
ら
し
の
文
化
（
カ
ル
チ
ャ
ー
）
を
丸

ご
と
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
場
所
の
こ

と
を
い
い
ま
す
。

ま
た
、
栄
村
に
は
村
内
各
所
に
山
城

跡
が
あ
り
ま
す
。
中
で
も
仙
当
城
は
、

規
模
が
大
き
い
だ
け
で
な
く
保
存
状
態

も
い
い
こ
と
か
ら
、
長
野
県
で
も
貴
重

価
値
が
高
い
の
で
は
な
い
か
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。

も
し
、
栄
村
で
地
形
を
大
き
く
変
え

る
よ
う
な
大
規
模
な
開
発
が
行
わ
れ
て

い
た
ら
、
ジ
オ
パ
ー
ク
の
認
定
や
山
城

が
現
代
ま
で
残
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ

た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
蔓

延
に
よ
っ
て
、
田
舎
へ
の
移
住
を
考
え

る
方
が
増
え
て
い
る
と
い
い
ま
す
（
内

閣
府
調
査（
2
0
2
0
年
5
月
）。ま
た
、

2
0
1
5
年
に
掲
げ
た
世
界
的
目
標
で

あ
る
S
D
G
ｓ
「
持
続
可
能
な
開
発
目

標
」
に
よ
っ
て
、「
持
続
可
能
な
」
と

い
う
フ
レ
ー
ズ
が
国
だ
け
で
な
く
、
企

業
に
お
い
て
も
多
く
使
わ
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
き
ま
し
た
。

災
害
に
見
舞
わ
れ
て
も
災
害
前
と
比

較
的
変
わ
ら
な
い
生
活
を
送
れ
た
り
、

経
済
危
機
や
感
染
症
防
止
の
た
め
の
行

動
制
限
は
あ
っ
て
も
、
日
常
の
生
活
を

大
き
く
変
え
る
こ
と
な
く
暮
ら
し
が
継

続
で
き
て
い
る
の
は
、
栄
村
の
自
然
を

活
か
し
な
が
ら
共
存
す
る
暮
ら
し
が

「
持
続
可
能
な
暮
ら
し
」
で
あ
る
と
い

う
こ
と
な
の
だ
と
思
い
ま
す
。
環
境
問

題
や
世
界
平
和
等
S
D
G
s
の
目
標
達

成
に
は
ま
だ
ま
だ
取
り
組
ま
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
も
の
は
あ
り
ま
す
が
、
こ
う

い
っ
た
こ
と
に
関
心
の
高
い
人
が
い
る

の
も
事
実
で
す
。

こ
れ
か
ら
は
都
会
を
目
指
す
の
で
は

な
く
、
田
舎
を
目
指
し
て
人
が
動
き
出

す
時
代
に
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ

の
中
で
、
こ
れ
ま
で
残
さ
れ
て
き
た
栄

村
の
風
土
と
地
域
の
持
つ
唯
一
無
二
の

資
源
と
ど
う
向
き
合
い
、
磨
き
を
か
け

て
い
く
か
。
こ
れ
は
行
政
だ
け
で
な

く
、
住
民
の
思
い
や
行
動
が
あ
っ
て
初

め
て
実
現
で
き
る
こ
と
だ
と
考
え
て
い

ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
で
行
動
が
制
限
さ
れ
て
い

る
こ
の
時
間
を
、「
蓄
積
の
時
間
」
と

と
ら
え
、
足
元
に
あ
る
地
域
資
源
を
見

直
し
て
み
ま
せ
ん
か
。�（
文
責
：
島
崎
）

昭和43年栄村公民館報（１月20日発行記事より）

未
開
発
で
あ
っ
た
こ
と
が

�

今
に
活
き
る

昔
か
ら
変
わ
ら
ぬ
地
域
文
化
＋

無
個
性
化
社
会
＋
未
開
発
地
域
＋

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
＋

�

Ｓ
Ｄ
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＝

栄
村
・
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
・

�
ビ
レ
ッ
ジ
構
想
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る
五
十
文
か
ら
四
百
文
ず
つ
の
出
し
金

を
付
け
て
あ
り
ま
す
。
秋
山
に
は
毎
年

の
人
別
銭
や
臨
時
の
香
料
な
ど
を
全
域

で
集
金
す
る
仕
組
み
が
出
来
て
い
た
よ

う
で
、
出
し
金
を
付
け
た
帳
面
が
多
数

残
っ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
仕
組
み
が

使
わ
れ
た
の
で
し
ょ
う
。
薬
代
と
考
え

る
根
拠
は
表
紙
の
書
き
込
み
し
か
あ
り

ま
せ
ん
が
、
協
力
し
て
薬
を
買
っ
て
い

た
と
す
れ
ば
な
か
な
か
面
白
い
事
例
だ

と
思
い
ま
す
。

地域史料保全有志の会
鈴木 努（通称：ど先生）
イラスト作成：佐藤洋平

　

秋
口
に
か
か
り
残
暑
も
だ
い
ぶ
和
ら

ぎ
ま
し
た
。
感
染
禍
は
収
ま
り
を
見
せ

ま
せ
ん
が
、
皆
様
ご
安
全
に
お
過
ご
し

の
こ
と
と
存
じ
ま
す
。
こ
の
夏
は
五
輪

と
猛
暑
に
加
え
、
日
本
の
医
療
の
苦
し

い
現
状
が
盛
ん
に
報
じ
ら
れ
ま
し
た
。

本
稿
で
は
前
回
、
江
戸
時
代
の
秋
山
の

人
々
が
近
江
国
（
滋
賀
県
）
日
野
の
薬

売
り
か
ら
薬
を
買
っ
て
い
た
と
い
う
話

題
を
取
り
上
げ
ま
し
た
。
今
回
は
そ
の

続
き
を
致
し
ま
す
。

は
、秋
山
に
も
足
を
運
ん
で
い
ま
し
た
。

秋
山
の
人
々
が
薬
を
買
う
よ
う
に
な
っ

た
時
期
は
け
っ
こ
う
早
い
よ
う
で
、
享

保
五
年
（
一
七
二
〇
）
四
月
付
け
の

「
い
年
（
享
保
四
・
亥
年
）
下
り
の
薬

代
二
百
文
を
（
小
赤
沢
の
）
平
右
衛
門

が
庄
屋
の
三
左
衛
門
に
子
年
四
月
二
八

日
に
返
済
し
た
」
と
い
う
覚
書
が
あ
り

ま
す
（
福
原
国
吉
家
文
書
）。「
四
大
売

薬
」
の
行
商
が
始
ま
っ
た
時
期
は
諸
説

あ
り
ま
す
が
、
富
山
が
元
禄
か
ら
享
保

期
（
一
六
八
八
～
一
七
三
六
）、
他
の

三
地
域
は
だ
い
た
い
享
保
期
ご
ろ
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
初
期
の
売
薬
行

商
は
「
大
庄
屋
廻
し
」
と
い
う
委
託
販

売
方
式
で
し
た
。
先
の
覚
書
が
記
す
平

右
衛
門
か
ら
庄
屋
三
左
衛
門
へ
の
薬
代

返
済
が
大
庄
屋
廻
し
の
薬
を
買
っ
た
も

の
だ
と
す
れ
ば
、
時
期
と
あ
わ
せ
初
期

の
売
薬
行
商
を
示
す
も
の
で
あ
り
、
売

薬
が
出
回
る
よ
う
に
な
る
と
す
ぐ
に
秋

山
の
人
々
も
薬
を
買
う
よ
う
に
な
っ
た

と
み
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

秋
山
の
人
々
が
富
山
の
薬
売
り
か
ら

買
っ
て
い
た
薬
は
、
現
存
す
る
子
年

九
月
付
け
の
覚
書
（
福
原
国
吉
家
文

書
）
に
よ
れ
ば
反
魂
丹
・
万
金
丹
・
痢

病
丸
（
胃
腸
薬
や
腹
痛
・
下
痢
に
効
く

薬
）
や
安
神
散
・
五
香
湯
・
血
之
薬
（
冷

え
性
や
生
理
痛
な
ど
に
効
く
婦
人
薬
）、

「
ふ
り
だ
し
」
と
い
う
煎
じ
薬
で
し
た
。

反
魂
丹
は
富
山
売
薬
を
代
表
す
る
薬

で
、
万
金
丹
・
五
香
湯
な
ど
も
よ
く
知

ら
れ
た
薬
で
す
。
単
価
は
反
魂
丹
が
一

包
み
二
十
文
、
他
も
十
五
～
四
十
文
と

安
価
で
し
た
。
ま
だ
解
熱
鎮
痛
剤
の
製

法
が
な
か
っ
た
時
代
な
の
で
、
胃
腸
薬

や
整
腸
薬
、
血
行
促
進
の
薬
が
主
な
買

物
と
な
り
ま
す
。
と
こ
ろ
で
秋
山
に
は

日
野
と
富
山
の
薬
売
り
が
入
っ
て
い
ま

し
た
が
、
両
者
の
関
係
は
よ
く
わ
か
り

ま
せ
ん
。
同
じ
地
域
の
商
人
同
士
で
の

懸
場
（
商
圏
）
争
い
を
禁
ず
る
規
制
は

あ
り
ま
し
た
が
、
他
地
域
の
商
人
と
の

関
係
は
不
明
で
す
。
も
っ
と
も
、
残
っ

て
い
る
覚
書
の
日
付
か
ら
日
野
の
人
は

四
月
、
富
山
の
人
は
八
・
九
月
に
来
て

い
た
の
で
、
両
者
が
か
ち
合
う
こ
と
は

ほ
ぼ
な
か
っ
た
よ
う
で
す
。

　

そ
れ
か
ら
、
江
戸
時
代
の
秋
山
の

人
々
は
薬
を
買
う
た
め
に
お
金
を
出
し

合
っ
て
い
た
よ
う
な
形
跡
が
あ
り
ま

す
。
福
原
国
吉
家
文
書
に
は
、
表
紙
に

寛
政
八
年
（
一
八
〇
〇
）
七
月
二
十
五

日
の
日
付
と
「
薬
薬
」
と
追
記
さ
れ
た

帳
面
が
あ
り
、
小
赤
沢
・
天
酒
・
大
赤

沢
・
屋
敷
・
上
野
原
・
こ
ば
・
よ
こ

ね
・
和
山
の
各
村
、
合
計
四
四
人
に
よ

　

薬
の
行
商
と
い
え
ば
富
山
の
置
き
薬

の
名
前
が
す
ぐ
に
浮
か
び
ま
す
。
三
都

は
も
ち
ろ
ん
九
州
か
ら
松
前
ま
で
ほ
ぼ

全
国
に
展
開
す
る
越
州
富
山
の
薬
売
り

富山の久蔵から平右衛門宛ての売薬覚書

『
薬
を
買
う
　
』

あ
ー
そ
ん
な
こ
と
が
あ
っ
た
ん
か
　
〜
ど
先
生
の
栄
村
昔
語
り
〜
　
其
の
四
十
六

２
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新着図書の紹介

★栄村図書室開放時間★
平　日　午前８時半～午後５時
土・日　午前９時～正午　　　

９月～10月の休館日は…
９月：18日㈯、19日㈰、20日㈪、23日㈭
※祝日及び連休は休館日とさせていただきます。

★栄村図書室土日開放
ボランティア募集★

　１～２か月で１回程度の当番です。村内在住の成人し
ている方ならどなたでもできます。ゆっくり読書や調べ
物が出来ますよ！お問い合わせお待ちしています。
　お問い合わせは☎87-3118（栄村公民館図書室）へ。

　思うように出かけることのできないコロナ禍。自宅で過ごす時間の充実を図るため、コロナ給付金を活
用して図鑑や趣向本を充実しました！ほんの少しだけ紹介します。

コロナ給付金で図書を充実

手　芸　本

大人もやさしく学ぶ環境問題

大人の昆虫・植物図鑑

９月中旬以降に随時入荷予定です！  みなさん、
マスクを着用の上、図書室へおでかけください♪

　昨年、多くの方にご利用いただきました移動図書。
　今年も準備を進めています。昨年度多くの方にご利
用いただいた集落と、村民の皆さんから要望のあった
集落は、停車時間を多めに設定して巡回を計画しま
す。移動図書の巡回を希望する方、移動図書車の停車
場所を変更してほしい方は栄村公民館図書室（☎87-
3118）までお問い合わせください。
　今年も多くの皆様からのご利用をお待ちしておりま
す。（移動図書巡回計画は、11月頃お知らせいたしま
す。）

冬期移動図書準備中

今年もオレンジカーで巡回します♪

ご希望の方は栄村公民館（87−3118）まで

2021.９.
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　大好きで夢中になれる何かと出会える
時を楽しみにしています！
阿部佑哉さん・絵美さん宅（大久保）

おおきく
な〜れ

久保田幸士さん（22歳）箕作�
　私は、３月に４年間通わせてもらった大学を無事
に卒業しました。４月からは地元の長野県に帰って
きて働いています。住み慣れた栄村にまた戻ってこ
れて、生活出来ている事をとても嬉しく思っていま
す。社会人１年目でまだ分からないことばかりでは
ありますが、やりがいのある職場でこれから更に成
長していけるように頑張っていきます。

上倉琉希さん（１７歳）横倉
　高校３年の上倉琉希です。現在、小さい頃からの
夢である消防士に向けて日々努力しています。
　突然ですが、皆さんは「山」と問われて何を想像し
ますか？私は登山一択です。そもそもなぜこんな質
問をしたのかと言うと、私は高校で登山部に入って
いたからです。部活に入る前までは山をただ視るだ
けの存在としか思っていませんでしたが、実際登っ
てみると楽しくて山頂から眺める景色は最高でした。
　もし、山を登る機会があったら一度でもいいので
是非登ってみて下さい！

おおきくなったら看護師になって
みんなをたすけてあげたい！
ディズニーランドへいってみたい！

日
ひ
和
より

ちゃん（５才）

①栄村を選んだ理由は？
　身体が敏感すぎて都会では生きていけないと思い移
住先を探していたところ、和山集落を紹介していただ
きました。泊まったときに近隣の方の人柄や環境に居
心地の良さを感じたのでこの地（和山）に決めました。

②栄村は豪雪地帯ですが、不安はありませんか？
　二人とも雪の降る北海道と新潟から来たので、雪は
楽しみです。雪に埋まりたい。人型を作ってみたいで
す。

③これからどんな暮らしをしていきたいですか？
　健康でいられるように、たくさん学んで土地の人
や森と仲良くなりたいです

ようこそ栄村へ

片岡さとしさん　　　啓子さん
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7
月
23
日
～
8
月
8
日
ま
で
の
17
日
間
、
東
京
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
で
感

染
者
が
増
え
て
い
る
中
、
い
ろ
い
ろ
な
論
議
も
あ
り

ま
し
た
が
、
メ
ダ
ル
獲
得
が
最
多
と
な
り
、
た
く
さ

ん
の
感
動
を
そ
れ
ぞ
れ
の
選
手
か
ら
も
ら
い
ま
し

た
。
開
催
す
る
に
あ
た
っ
て
関
係
者
の
皆
さ
ん
の
ご

苦
労
が
あ
っ
た
か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。
こ
の
期
間
、

Ｔ
Ｖ
に
釘
付
け
の
毎
日
で
し
た
。

編
集
後
記

　９月１日は
栃の実拾いの
解禁日。最近
では「きれい
な水が流れる
小川がなく、
栃のアク抜き
が出来なくなった」という話も聞きますが、福原トシ
子さん（小赤沢）は、今でもたくさんの栃の実を拾い、
栃餅を作っています。「粉にしてから餅にする人もい
るけど、私は餅米をふかす時に入れているんだ。」と
作り方を丁寧に教えてくれました。

―トシ子さんの作り方―
①夜の内におけに栃を入れ、水をいっぱいに入れる。
②一晩たったら、トチの皮がふやけるのでむく。
③午前中にお湯をトチがひたひたになるくらい入れて
約１週間置いておく。
④１週間たったら、水を開けて、灰を塗して熱いお湯
をいっぱいに入れる。
⑤５日～１週間たったら水を空ける。
⑥トチ餅にする時は、餅米をふかす時にトチも入れて
ふかしてから、餅をつくとトチ餅になる。

越智の江戸日記
　二地域居住をしたときに、小学校や中学校って
どうなるのだろう、と思っていたのですが、調べ
てみると「区域外就学」という制度があることが
わかりました。区域外就学とは、住民票がある地
域の教育委員会から指定された学校以外に通うこ
とのできる制度のことです。要するに、転校せず
に今までと違う学校に通えるよ、ということ。区
域外就学をするには、公立なら通いたい学校の
ある教育委員会、私立なら学校から許可をもら
い、もともとの教育委員会へ届け出ればOKとの
こと。ただ、やっぱり学校によって授業の進度な
どもあるので、先生たちの話し合いなども行われ
ることもあるのだとか。 
　徳島県や長野県塩尻市では、「デュアルスクー
ル」という名前の取組で区域外就学を積極的に取
り入れています。こういった取組の良いところは
移住者や二地域居住者を呼び込めるということも
ありますが、こどもたちにとって（もちろん子ど
もが望めばですが）今までと違う場所で、新しい
ものを見たり知ったりと、多様な価値観を生み出
すきっかけになることだと思います。最近はフリ
ースクールなども多くなってきていますし、価値
観や認識など教育の幅も広がっている中で、子ど
もにとって何が良いのか、「私」がどう行動すれ
ば自分も子どもも幸せになるのかと考えることも
あるかと思います。区域外就学という選択肢がそ
の助けになれば幸いです。
参考：徳島県HP（https://dualschool.jp/）
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今月の一句 〜栄村俳句会〜

山のおすそわけ� ～栃の実編～


